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判 例 研 究

〔
判
示
事
項
〕

　

株
主
が
死
亡
し
た
と
き
は
そ
の
保
有
す
る
株
式
を
会
社
に
対
し
て

額
面
金
額
で
譲
渡
す
る
旨
の
合
意
は
、
投
下
資
本
の
回
収
と
わ
ず
か

な
が
ら
も
利
益
の
取
得
が
可
能
で
あ
り
、
株
式
を
譲
渡
す
る
に
は
会

社
の
承
認
が
必
要
で
あ
っ
て
売
却
先
を
探
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

と
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
株
主
の
投
下
資
本
回
収
の
利
益
を
害
す
る

も
の
と
ま
で
は
い
え
ず
、
公
序
良
俗
に
は
反
し
な
い
。
か
か
る
合
意

に
基
づ
く
会
社
の
株
式
取
得
は
、
取
得
時
の
価
格
が
配
当
可
能
利
益

を
下
回
り
、
ま
た
全
株
主
が
同
一
の
株
式
譲
渡
合
意
を
し
て
お
り
、

株
式
取
得
時
に
も
株
主
の
変
動
は
な
か
っ
た
か
ら
、
全
株
主
の
同
意

が
あ
っ
た
と
い
え
、
自
己
株
式
取
得
に
関
す
る
法
律
違
反
の
瑕
疵
は

治
癒
さ
れ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　

会
社
法
一
五
六
条
〜
一
六
〇
条
、
四
六
一
条
一
項
、
民
法
九
〇
条

〔
事
　
実
〕

　

本
件
は
、
Ａ
の
息
子
で
あ
る
Ｘ
（
原
告
）
が
、
Ａ
が
保
有
し
て
い

た
Ｙ
株
式
会
社
（
被
告
）
の
株
式
二
万
八
二
〇
〇
株
を
相
続
し
た
と

し
て
、
Ｙ
会
社
に
対
し
、
株
主
権
の
確
認
、
株
主
名
簿
の
名
義
書
換

を
請
求
し
た
ほ
か
、
Ｘ
へ
の
招
集
通
知
を
欠
い
た
と
し
て
、
平
成
二

三
年
六
月
一
七
日
開
催
及
び
平
成
二
四
年
六
月
二
六
日
開
催
の
各
株

主
総
会
の
決
議
の
取
消
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

　

Ｙ
会
社
は
、
青
果
物
、
そ
の
加
工
品
及
び
冷
凍
果
物
の
販
売
等
を

業
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
。
創
業
時
の
代
表
取
締
役
は
Ｂ
で
あ
り
、

現
在
の
代
表
取
締
役
は
Ｃ
で
あ
る
。
Ｙ
会
社
に
お
い
て
は
、
Ｙ
会
社

株
主
の
死
亡
を
始
期
と
す
る
自
己
株
式
取
得
の
効
力

〔
商
法　

五
六
一
〕

（
大
阪
地
裁
平
成
二
五
年
四
月
一
六
日
判
決

平
成
二
二
年
ワ
第
七
〇
六
〇
号
株
主
権
確
認
等
請
求
事
件

金
判
一
四
三
四
号
五
〇
頁
、
判
時
二
二
一
九
号
一
三
一
頁
）

判
例
研
究
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株
式
を
譲
渡
す
る
に
は
取
締
役
会
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。

  
Ａ
は
、
Ｙ
会
社
の
取
締
役
で
あ
っ
た
者
で
あ
り
、
Ｙ
会
社
の
発
行

済
株
式
総
数
六
万
株
の
う
ち
二
万
八
二
〇
〇
株
を
有
す
る
筆
頭
株
主

で
あ
り
、
平
成
二
〇
年
一
二
月
二
〇
日
死
亡
し
た
。
Ｘ
ら
は
、
平
成

二
二
年
一
〇
月
一
日
、
Ａ
保
有
の
Ｙ
会
社
株
式
を
Ｘ
が
す
べ
て
取
得

す
る
と
の
遺
産
分
割
協
議
を
行
っ
た
。

  

Ａ
は
、
平
成
一
四
年
六
月
二
二
日
、
Ｙ
会
社
と
の
間
で
、
①
自
己

都
合
に
よ
り
Ｙ
会
社
を
退
職
す
る
と
き
、
②
会
社
都
合
に
よ
り
退
職

が
生
じ
た
と
き
、
③
本
人
の
死
亡
に
よ
り
退
職
と
な
っ
た
と
き
（
相

続
よ
り
除
外
）、
④
会
社
都
合
に
よ
り
株
式
の
買
取
が
必
要
と
な
っ

た
と
き
に
、
Ａ
の
保
有
す
る
Ｙ
会
社
株
式
を
Ｙ
会
社
に
対
し
額
面
金

額
ま
た
は
額
面
以
内
で
譲
渡
す
る
と
の
合
意
を
し
た
。
Ｙ
会
社
の
株

主
ら
は
、
同
じ
こ
ろ
、
Ｙ
会
社
と
の
間
で
同
内
容
の
合
意
を
し
て
い

た
（
本
件
株
式
譲
渡
合
意
）。

　

Ｘ
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
㋐
本
件
株
式
譲
渡
合
意
に
は
、

「
会
社
都
合
に
よ
り
株
式
の
買
取
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
」
と
い
う

停
止
条
件
が
あ
り
、
売
買
代
金
支
払
債
務
者
で
あ
る
Ｙ
会
社
の
一
方

的
意
思
に
の
み
係
る
随
意
条
件
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

合
意
全
体
が
無
効
と
な
る
。
㋑
本
件
株
式
譲
渡
合
意
に
は
、「
本
人

の
死
亡
に
よ
り
退
職
と
な
っ
た
と
き
」
と
い
う
停
止
条
件
が
あ
り
、

条
件
成
就
時
に
は
効
果
帰
属
主
体
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
契
約
は
有
効
に
成
り
立
ち
得
な
い
。
㋒
本
件
株
式
譲
渡

合
意
は
、
合
意
当
時
の
商
法
上
の
、
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
特
別

決
議
、
取
得
期
間
な
ど
の
自
己
株
式
取
得
要
件
を
充
足
し
な
い
か
ら

無
効
で
あ
る
。
㋓
本
件
株
式
譲
渡
合
意
は
、
額
面
金
額
ま
た
は
額
面

以
内
で
の
譲
渡
を
強
制
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
株
主
の
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
ゲ
イ
ン
取
得
に
よ
る
投
下
資
本
回
収
の
利
益
を
著
し
く
害
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
の
目
的
に
つ
い
て
は
、

平
成
一
九
年
八
月
二
〇
日
の
増
資
に
よ
る
新
株
二
万
株
が
す
べ
て
Ｃ

に
割
り
当
て
ら
れ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
本
件
株
式
譲
渡
合
意
に
基
づ

い
て
Ｙ
会
社
が
取
得
し
た
自
己
株
式
が
Ｃ
及
び
そ
の
息
子
で
あ
る
Ｄ

に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
Ｃ
一
族
に
よ
る
Ｙ
会
社
支
配

に
あ
る
と
い
え
る
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
は
、
公

序
良
俗
に
反
し
、
無
効
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｙ
会
社
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
㋐
本
件
株

式
譲
渡
合
意
の
「
会
社
都
合
に
よ
り
株
式
の
買
取
が
必
要
と
な
っ
た

と
き
」
と
い
う
の
は
、
客
観
的
に
み
て
Ｙ
会
社
が
買
い
取
る
必
要
が

生
じ
て
い
る
と
き
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
単
に
会
社
が
必
要
と
い

え
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
随
意
条
件
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

こ
の
条
項
の
み
無
効
と
な
り
、
契
約
全
体
が
無
効
と
な
る
も
の
で
は

な
い
。
㋑
本
件
株
式
譲
渡
合
意
の
「
本
人
の
死
亡
に
よ
り
退
職
と

な
っ
た
と
き
」
に
つ
い
て
は
、
契
約
当
事
者
の
意
思
を
尊
重
し
、
本
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人
が
死
亡
し
た
際
に
は
株
式
の
売
買
代
金
は
相
続
人
に
支
払
う
と
の

合
意
が
で
き
て
い
た
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
㋒
本
件
株
式
譲
渡
合

意
の
時
点
で
、
Ａ
を
含
め
全
株
主
が
同
じ
合
意
を
し
て
承
諾
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
旧
商
法
下
に
お
け
る
手
続
を
経
て
い
な
い
瑕
疵

は
治
癒
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ａ
が
死
亡
し
た
平
成
二
〇
年
時
点
で
は
旧

商
法
は
改
正
さ
れ
て
お
り
、
Ｘ
ら
主
張
の
手
続
は
不
要
で
あ
る
。
㋓

Ｙ
会
社
の
よ
う
な
非
公
開
会
社
の
株
式
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
は

お
ら
ず
、
額
面
金
額
で
の
買
い
取
り
に
よ
っ
て
投
下
資
本
の
回
収
が

保
障
さ
れ
て
い
る
。
本
件
株
式
譲
渡
合
意
は
、
従
来
の
慣
行
を
書
面

化
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ａ
が
Ｙ
会
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
っ
た
こ
ろ
、

外
部
の
株
主
ら
に
よ
っ
て
Ｙ
会
社
の
経
営
に
混
乱
が
生
じ
た
こ
と
が

あ
り
、
経
営
の
安
定
化
の
た
め
に
株
主
を
Ｙ
会
社
の
関
係
者
の
み
に

限
定
し
、
退
職
し
た
者
は
株
主
で
な
く
な
る
と
の
慣
行
が
で
き
た
。

商
法
改
正
に
よ
り
自
己
株
式
の
取
得
が
自
由
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

筆
頭
株
主
で
あ
っ
た
Ａ
を
含
め
た
株
主
全
員
か
ら
、
本
件
株
式
譲
渡

合
意
を
取
り
交
わ
し
た
。
Ａ
は
、
前
記
の
外
部
株
主
に
よ
る
経
営
の

混
乱
を
経
験
し
て
お
り
、
次
期
代
表
候
補
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

自
身
が
代
表
に
就
任
し
た
際
の
経
営
の
安
定
を
図
る
目
的
か
ら
本
件

株
式
譲
渡
合
意
を
導
入
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

平
成
一
四
年
当
時
は
、
Ｃ
が
辞
職
ま
た
は
死
亡
に
よ
り
代
表
取
締
役

を
退
い
た
と
き
は
、
Ａ
が
代
表
取
締
役
に
就
任
す
る
こ
と
が
前
提
と

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｃ
一
族
に
よ
る
Ｙ
会
社
支
配
目
的
と

い
う
こ
と
は
な
い
。

〔
判
　
旨
〕　

請
求
棄
却

　
「
Ｘ
ら
は
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
が
公
序
良
俗
違
反
で
あ
る
と
主

張
す
る
。

　

し
か
し
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
の
状
況
を
み
る
と
、
Ｙ
会
社
か
ら

退
職
し
た
す
べ
て
の
株
主
に
お
い
て
、
額
面
金
額
で
の
買
い
取
り
が

行
わ
れ
て
お
り
…
…
、
平
成
一
二
年
以
降
の
一
三
年
間
で
、
額
面
五

〇
〇
円
の
一
株
に
対
し
三
回
合
計
で
一
〇
〇
円
と
い
う
、
回
数
は
少

な
い
も
の
の
、
配
当
が
実
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
…
…
、
投
下

資
本
の
回
収
と
わ
ず
か
な
が
ら
も
利
益
の
取
得
が
可
能
で
あ
り
、
Ｙ

会
社
の
株
式
を
譲
渡
す
る
に
は
Ｙ
会
社
の
承
認
が
必
要
…
…
で
あ
っ

て
売
却
先
を
探
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
て
考
え
る
と
、

本
件
株
式
譲
渡
合
意
が
株
主
の
投
下
資
本
回
収
の
利
益
を
害
す
る
も

の
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
そ
し
て
、
Ｙ
会
社
に
お
い
て
は
、
過
去
に

株
主
と
の
紛
争
に
よ
り
経
営
が
混
乱
し
た
経
験
が
あ
る
こ
と
…
…
、

Ａ
が
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
が
さ
れ
た
当
時
、
Ｙ
会
社
の
筆
頭
株
主

で
あ
っ
た
こ
と
…
…
、
次
期
代
表
取
締
役
候
補
で
あ
る
Ａ
…
…
に

と
っ
て
、
自
身
が
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
際
に
は
、
本
件
株
式
譲

渡
合
意
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
定
的
な
株
主
構
成
を
形
成
で
き
る
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と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
Ｃ
一
族
に
よ
る
Ｙ

会
社
支
配
目
的
で
あ
っ
た
と
ま
で
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　
「
Ｘ
ら
は
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
が
自
己
株
式
取
得
に
関
す
る
旧

商
法
上
の
要
件
を
欠
く
と
主
張
す
る
。

　

し
か
し
、
実
際
に
Ａ
の
株
式
が
Ｙ
会
社
に
移
転
し
た
の
は
Ａ
が
死

亡
し
た
平
成
二
〇
年
一
二
月
で
あ
る
が
、
平
成
二
〇
年
三
月
期
及
び

平
成
二
一
年
三
月
期
の
配
当
可
能
利
益
は
二
億
円
弱
で
あ
り
、
取
得

価
格
は
配
当
可
能
利
益
を
下
回
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

平
成
一
四
年
当
時
の
全
株
主
が
本
件
株
式
譲
渡
合
意
を
し
て
お
り
、

…
…
平
成
二
〇
年
一
二
月
当
時
の
株
主
は
い
ず
れ
も
平
成
一
四
年
当

時
も
株
主
で
あ
っ
た
者
で
あ
り
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
に
基
づ
く
Ａ

保
有
の
株
式
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
全
株
主
の
同
意
が
あ
っ
た
と
い

え
る
か
ら
、
自
己
株
式
取
得
に
関
す
る
法
律
違
反
の
瑕
疵
は
治
癒
さ

れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

　
「
な
お
、
Ｘ
ら
は
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
に
つ
い
て
、
純
粋
随
意

条
件
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
死
亡
を
条
件
と
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
無
効
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　

し
か
し
、
売
買
契
約
は
双
務
契
約
で
あ
る
か
ら
、
債
権
者
で
あ
る

と
同
時
に
債
務
者
で
あ
り
、
純
粋
随
意
条
件
に
関
す
る
民
法
一
三
四

条
の
規
定
の
適
用
は
な
い
。
ま
た
、
死
亡
は
将
来
確
実
に
発
生
す
る

事
実
で
あ
る
か
ら
条
件
で
は
な
く
、
当
事
者
間
の
合
理
的
意
思
解
釈

と
し
て
、
自
己
の
死
亡
時
を
期
限
と
し
て
死
亡
後
の
効
力
を
生
じ
さ

せ
る
契
約
も
無
効
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。」

〔
研
　
究
〕

　

判
旨
に
反
対
す
る
。

一　

本
件
は
、
株
主
の
死
亡
を
含
む
退
職
（
取
締
役
退
任
を
意
味
す

る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
）
を
契
機
と
し
て
会
社
が
そ
の
株
主
か

ら
自
己
株
式
を
取
得
す
る
旨
の
契
約
の
効
力
が
争
わ
れ
た
、
非
常
に

興
味
深
い
判
例
で
あ
る
。

　

本
件
は
控
訴
さ
れ
た
が
、
大
阪
高
判
平
成
二
五
年
九
月
二
〇
日
金

判
一
四
三
四
号
五
六
頁
は
、「
本
件
株
式
譲
渡
合
意
で
は
『
額
面
金

額
又
は
、
額
面
以
内
』
と
し
か
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
代
金
額
が
未

定
で
あ
」
る
と
の
Ｘ
の
補
充
主
張
に
対
し
て
は
、「
上
記
文
言
は
、

相
当
価
額
で
譲
渡
す
る
が
、
た
だ
額
面
金
額
を
上
限
と
す
る
趣
旨
と

解
さ
れ
、
客
観
的
に
は
特
定
さ
れ
て
」
お
り
、
譲
渡
価
格
は
額
面
金

額
（
一
株
五
〇
〇
円
）
と
な
る
場
合
が
多
い
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、

Ｙ
会
社
は
額
面
金
額
（
合
計
一
四
一
〇
万
円
）
を
支
払
う
旨
た
び
た

び
Ｘ
ら
に
対
し
て
述
べ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
判
示
す
る
ほ

か
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
が
被
相
続
人
で
あ
る
株
主
と
の
間
で
そ
の

生
前
に
取
得
価
格
ま
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
価
格
が

「
額
面
金
額
又
は
、
額
面
以
内
」
と
さ
れ
一
株
の
譲
渡
時
の
価
値
が
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全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
中
株
主

の
死
亡
を
理
由
と
す
る
も
の
は
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
で
あ
る
と
の

補
充
主
張
に
対
し
て
は
、「
そ
も
そ
も
財
産
を
無
償
で
他
人
に
与
え

る
死
因
贈
与
契
約
も
直
ち
に
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
は
い
え
ず
、
ま

し
て
株
式
の
譲
渡
契
約
に
一
株
の
譲
渡
時
の
価
値
が
考
慮
さ
れ
な
け

れ
ば
公
序
良
俗
に
反
す
る
な
ど
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
判
示
し
て
、

控
訴
を
棄
却
し
た
。

　

な
お
、
本
件
で
は
、
Ｘ
ら
は
、
Ｙ
会
社
の
取
締
役
で
あ
っ
た
Ａ
が

在
職
中
に
死
亡
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｙ
会
社
が
契
約
し
た
Ａ
を
被
保
険

者
と
す
る
生
命
保
険
の
保
険
金
六
〇
〇
〇
万
円
が
Ａ
の
死
亡
退
職
弔

慰
金
で
あ
る
と
し
て
、
Ｙ
会
社
に
対
し
て
Ｘ
ら
の
法
定
相
続
分
の
割

合
に
応
じ
た
支
払
及
び
各
遅
延
損
害
金
も
請
求
し
て
い
る
が
（
平
成

二
二
年
ワ
第
一
七
七
七
一
号
死
亡
退
職
弔
慰
金
支
払
請
求
事
件
）、

こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
す
る
（
こ
の
争
点
に
つ
い
て
は
、

𡈽
岐
孝
宏
「
本
件
（
控
訴
審
）
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
一
六
号
一

一
七
頁
参
照
）。

二　

本
件
に
お
い
て
、
無
効
事
由
と
し
て
主
に
問
題
と
な
る
の
は
、

①
額
面
金
額
で
の
株
式
譲
渡
を
強
制
す
る
契
約
は
、
株
主
の
投
下
資

本
回
収
を
不
当
に
妨
げ
る
も
の
と
し
て
公
序
良
俗
に
違
反
し
な
い
か
、

②
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
経
ず
に
な
さ
れ
た
自
己
株
式
取
得
は
無

効
で
は
な
い
か
、
と
い
う
二
点
で
あ
る
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
は
形
式
的
に
は
か
な
り
会

社
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
紛
争
の
原
因

と
な
る
問
題
が
少
な
く
な
い
。

　

第
一
に
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
に
は
純
粋
随
意
条
件
が
付
さ
れ
て

い
る
と
し
て
無
効
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
斥
け
た
判
旨
の

説
示
に
問
題
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
し
、「
会
社
都
合
に
よ
り
株
式
の

買
取
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
」
と
い
う
条
件
は
、
会
社
に
無
制
限
の

株
式
売
渡
請
求
権
（
実
質
的
に
は
形
成
権
）
を
認
め
た
に
等
し
く
、

退
職
ま
で
は
株
式
を
保
有
し
続
け
ら
れ
る
と
い
う
株
主
の
期
待
を
裏

切
る
お
そ
れ
が
大
き
い
（
潘
阿
憲
「
本
件
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四

七
一
号
一
一
三
頁
、
鈴
木
隆
元
「
本
件
（
控
訴
審
）
判
批
」
私
法
判

例
リ
マ
ー
ク
ス
五
〇
号
一
〇
一
頁
参
照
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｙ

会
社
は
、
客
観
的
に
み
て
Ｙ
会
社
が
買
い
取
る
必
要
が
生
じ
て
い
る

と
き
を
意
味
す
る
と
主
張
し
て
お
り
、
こ
れ
で
は
依
然
と
し
て
抽
象

的
す
ぎ
る
が
、
当
事
者
の
合
理
的
意
思
解
釈
と
し
て
、
会
社
の
売
渡

請
求
は
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る

と
限
定
的
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

第
二
に
、
本
件
株
式
譲
渡
が
死
亡
を
条
件
と
し
て
い
る
こ
と
を
理

由
と
す
る
無
効
も
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
斥
け
た
本
判
決
に

問
題
は
な
く
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
は
株
主
の
退
職
・
死
亡
を
始
期

（
停
止
期
限
）
と
す
る
株
式
の
売
買
契
約
と
評
価
し
て
よ
か
ろ
う
。



46

法学研究 88 巻 11 号（2015：11）

そ
し
て
、
株
主
が
死
亡
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
持
株
は
「
相

続
か
ら
除
外
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
以
上
、
本
件
株
式
譲
渡

合
意
は
、
株
主
の
死
亡
に
よ
り
株
式
は
当
然
に
会
社
に
移
転
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　

第
三
に
、
Ｘ
が
控
訴
審
に
お
い
て
補
充
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、

本
件
株
式
譲
渡
合
意
は
売
買
価
格
に
つ
い
て
額
面
金
額
ま
た
は
額
面

以
内
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
代
金
額
の
不
確
定
に
よ
り
無
効
を

も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
（
な
お
、
平
成
一
三
年
商
法
改
正
に
よ
り

額
面
株
式
・
無
額
面
株
式
の
区
別
は
廃
止
さ
れ
た
）。
こ
の
点
に
つ

き
、
本
件
控
訴
審
判
決
は
、
額
面
金
額
を
上
限
と
す
る
相
当
価
額
と

す
る
点
で
取
得
価
格
は
確
定
し
て
い
る
と
解
す
る
が
、
取
得
価
格
が

必
ず
し
も
額
面
金
額
で
は
な
く
、
そ
れ
を
下
回
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

い
う
の
で
は
、
株
主
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
得
ら
れ
な
い
ど
こ

ろ
か
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
ま
で
負
担
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
株
主
に

一
方
的
に
不
利
で
あ
る
（
鈴
木
・
前
掲
一
〇
一
頁
）。
ま
し
て
、
分

配
可
能
額
を
財
源
と
し
て
買
い
取
る
以
上
、
額
面
以
下
の
相
当
額
と

い
っ
て
も
、
そ
れ
は
一
株
当
た
り
の
持
分
価
値
で
は
な
く
、
分
配
可

能
額
の
範
囲
内
で
買
い
取
る
こ
と
の
で
き
る
金
額
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
株
主
に
と
っ
て
適
正
な
価
格
と
は
い
え
な
い
。
本
件
を
新
会
社

法
上
の
問
題
と
し
て
み
た
場
合
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
が
全
株
式
を

対
象
と
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
定
款
の
定
め
に
よ
ら
な
い
取

得
条
項
付
株
式
（
会
一
〇
七
条
一
項
三
号
）
の
発
行
に
等
し
い
が
、

取
得
条
項
付
株
式
を
発
行
す
る
場
合
、
会
社
が
取
得
条
項
付
株
式
を

取
得
す
る
の
と
引
き
換
え
に
交
付
す
る
金
銭
の
額
ま
た
は
そ
の
算
定

方
法
を
定
款
に
定
め
る
こ
と
を
要
し
（
同
二
項
三
号
ト
）、
そ
の
額

が
取
得
時
の
分
配
可
能
額
を
超
え
る
と
き
は
取
得
の
効
力
を
生
じ
な

い
と
こ
ろ
（
会
一
七
〇
条
五
項
）、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
を
も
っ
て

額
面
以
下
の
相
当
額
と
し
て
取
得
価
格
が
確
定
し
て
い
る
と
解
す
る

こ
と
は
、
取
得
条
項
付
株
式
の
発
行
の
脱
法
を
許
す
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
（
藤
嶋
肇
「
本
件
判
批
」
大
阪
経
大
論
集
六
六
巻
一
号
二
九

三
〜
二
九
四
頁
は
、
む
し
ろ
全
株
式
の
内
容
と
し
て
取
得
条
項
を
付

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
設
け
る
株
主
全
員
の
合
意
が
あ
っ
た
と
し

て
、
こ
れ
を
有
効
と
解
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
が
、
か
か
る
定
款

変
更
は
株
式
の
属
性
を
変
更
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
会
社
の

意
思
決
定
と
し
て
そ
の
旨
の
明
確
な
同
意
を
要
す
る
と
い
う
べ
き
で

あ
る
）。
む
し
ろ
、
額
面
金
額
を
支
払
う
旨
た
び
た
び
Ｘ
ら
に
対
し

て
述
べ
て
い
た
と
い
う
事
実
に
着
目
し
て
、
買
取
価
格
を
額
面
金
額

に
一
本
化
す
る
と
い
う
合
意
内
容
の
変
更
が
あ
っ
た
と
評
価
す
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

三　

確
定
額
で
の
株
式
譲
渡
を
強
制
す
る
契
約
の
効
力
は
、
主
に
従

業
員
持
株
制
度
に
お
い
て
従
業
員
退
職
時
に
会
社
・
持
株
会
な
ど
に

対
し
て
株
式
を
一
定
の
価
格
（
例
え
ば
取
得
価
格
）
で
売
り
渡
す
旨
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の
合
意
の
効
力
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
株
式
を

譲
渡
す
る
か
否
か
の
自
由
・
相
手
方
選
択
の
自
由
が
奪
わ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
取
得
価
格
で
の
売
渡
が
強
制
さ
れ
る
場
合
に
は
株
主
に

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
得
る
機
会
を
与
え
な
い
こ
と
に
な
る
た
め
、

投
下
資
本
回
収
を
不
当
に
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
が
問

題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
最
判
平
成
七
年
四
月
二
五
日
集
民
一

七
五
号
九
一
頁
は
、
株
式
譲
渡
自
由
の
原
則
（
会
一
二
七
条
、
旧
商

二
〇
四
条
一
項
）
に
も
公
序
良
俗
に
も
反
せ
ず
有
効
で
あ
る
と
判
示

す
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
が
、
下
級
審
判
例
及

び
最
判
平
成
二
一
年
二
月
一
七
日
判
時
二
〇
三
八
号
一
四
四
頁
は
、

公
序
良
俗
違
反
の
有
無
に
つ
き
、
譲
渡
制
限
株
式
は
市
場
に
お
け
る

自
由
な
売
買
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
従
業
員
株
主
は
時
価
に

か
か
わ
り
な
く
額
面
額
で
株
式
を
購
入
で
き
る
こ
と
、
相
当
程
度
の

利
益
配
当
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
投
下
資
本

の
回
収
を
著
し
く
制
限
す
る
不
合
理
な
も
の
で
は
な
い
と
解
し
て
き

た
（
学
説
・
判
例
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
契
約
に
よ
る
株
式

譲
渡
の
制
限
」
明
治
学
院
大
学
法
学
研
究
九
五
号
二
六
〜
三
〇
頁
参

照
）。
本
判
決
も
か
か
る
下
級
審
判
例
の
傾
向
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
契
約
の
効
力
は
契
約
締
結
時
の
事
情
を
基
準
と
し
て
判

断
す
る
の
が
大
原
則
で
あ
る
か
ら
、
配
当
実
績
と
い
っ
た
契
約
締
結

後
の
事
情
に
よ
っ
て
契
約
の
効
力
が
左
右
さ
れ
る
は
ず
は
な
く
、
公

序
良
俗
違
反
の
判
断
基
準
と
は
な
り
え
な
い
（
拙
稿
・
前
掲
三
五

頁
）。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
本
判
決
は
「
Ｘ
ら
は
、
本
件
株
式
譲

渡
合
意
に
よ
っ
て
株
主
か
ら
Ｙ
会
社
が
取
得
し
た
自
己
株
式
の
帰
趨

や
増
資
の
際
に
Ｙ
会
社
代
表
者
が
全
部
引
き
受
け
た
こ
と
な
ど
を
Ｃ

一
族
の
Ｙ
会
社
支
配
目
的
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
事
実
と
し
て
指
摘
す

る
が
、
…
…
い
ず
れ
も
本
件
株
式
譲
渡
合
意
の
交
わ
さ
れ
た
数
年
後

で
あ
る
平
成
一
八
年
か
ら
平
成
二
一
年
の
事
実
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

事
実
を
も
っ
て
平
成
一
四
年
に
交
わ
さ
れ
た
本
件
株
式
譲
渡
合
意
当

時
に
Ｙ
会
社
支
配
目
的
が
あ
っ
た
と
推
認
す
る
に
は
足
り
な
い
と
い

う
べ
き
で
あ
る
」
と
も
判
示
し
て
い
る
が
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
の

効
力
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
後
の
利
益
配
当
状
況
を
考
慮
す
る
こ
と
は
整

合
性
を
欠
い
て
い
る
。

　

思
う
に
、
株
価
変
動
に
よ
る
損
益
の
予
測
は
株
主
の
投
資
判
断
に

属
し
、
株
主
が
株
価
変
動
に
伴
う
利
益
享
受
と
損
失
負
担
を
望
ま
ず
、

剰
余
金
配
当
の
み
に
よ
っ
て
利
殖
す
る
こ
と
に
満
足
す
る
場
合
に
、

か
か
る
意
思
が
社
会
的
に
不
当
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
ら
、
売
買
価
格
は
当
事
者
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
り
、
法
律
が
投
下
資
本
回
収
の
金
額
の
妥
当
性
に
つ
い
て
ま
で
後

見
的
な
役
割
を
果
た
す
必
要
は
な
い
（
拙
稿
・
前
掲
三
六
頁
）。
し

た
が
っ
て
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
は
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
と
は
い

い
が
た
い
。
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な
お
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
は
Ｃ
一
族
に
よ
る
会
社
支
配
を
目
的

と
し
た
も
の
と
し
て
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
争
点

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
動
機
が
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
法
律
行
為

の
効
力
の
問
題
と
な
ろ
う
が
、
会
社
支
配
の
目
的
自
体
は
何
ら
社
会

的
に
非
難
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
株
式
譲
渡
に
よ
り
会
社
支
配

権
の
変
動
が
あ
り
う
る
こ
と
も
当
然
で
あ
る
か
ら
、
株
式
譲
渡
制
限

に
関
す
る
合
意
が
一
部
の
株
主
の
会
社
支
配
を
目
的
と
し
て
い
た
と

し
て
も
当
然
に
公
序
良
俗
に
は
違
反
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
争

点
は
検
討
に
値
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
会

社
に
よ
る
自
己
株
式
取
得
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
場
合
に
は
、
会
社

が
恣
意
的
に
株
主
構
成
を
操
作
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
株
主
が
そ

れ
を
牽
制
す
る
た
め
に
も
自
己
株
式
取
得
に
は
株
主
総
会
決
議
が
要

求
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
は
株
主
総
会
決
議
の
有
無
こ
そ

が
重
要
で
あ
る
。

四　

そ
こ
で
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
に
つ
い
て
自
己
株
式
取
得
に
要

す
る
株
主
総
会
決
議
が
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
か
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

  

本
判
決
は
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
が
な
さ
れ
た
平
成
一
四
年
当
時
、

株
主
全
員
が
同
一
の
合
意
を
し
て
い
た
た
め
、
株
主
全
員
の
同
意
を

も
っ
て
株
主
総
会
決
議
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
、
Ａ
の
死
亡
に
よ
り
株
式
譲
渡
の
効
力
が
生
じ
た
平
成

二
〇
年
一
二
月
当
時
の
株
主
は
い
ず
れ
も
平
成
一
四
年
当
時
も
株
主

で
あ
っ
た
者
で
あ
る
と
い
う
判
示
は
、
平
成
二
〇
年
一
二
月
に
も
株

主
全
員
の
同
意
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
よ
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う

か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
に
は
締
結
時
と
効
力
発

生
時
の
二
重
に
株
主
総
会
決
議
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
い

ず
れ
か
一
方
で
足
り
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
理
論
構
成
は
明
ら

か
で
は
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
本
判
決
は
、
株
主
全
員
が
同
一
内

容
の
本
件
株
式
譲
渡
合
意
を
締
結
し
、
そ
の
後
株
主
構
成
に
変
動
も

な
く
、
株
主
は
い
ず
れ
も
合
意
内
容
の
妥
当
性
に
つ
い
て
問
題
に
し

て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
効
力
を
否
定
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
現
状

を
追
認
す
る
だ
け
の
事
例
判
断
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
に
理
論
的
な
裏
付

け
が
あ
る
か
は
大
い
に
疑
わ
し
い
。
む
し
ろ
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意

の
内
容
は
か
な
り
杜
撰
で
あ
り
、
意
思
解
釈
や
事
後
的
事
情
に
よ
り

修
正
し
な
け
れ
ば
内
容
の
確
定
性
・
妥
当
性
を
担
保
で
き
な
い
こ
と

に
鑑
み
れ
ば
、
合
意
当
時
に
株
主
全
員
の
同
意
が
あ
っ
た
と
評
価
で

き
る
か
も
疑
問
で
あ
る
。
仮
に
本
件
株
式
譲
渡
合
意
に
関
す
る
株
主

全
員
の
同
意
が
あ
っ
た
と
認
定
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
も
っ
て

株
主
総
会
決
議
に
代
替
し
う
る
か
は
、
自
己
株
式
取
得
に
関
す
る
株

主
総
会
決
議
の
目
的
と
密
接
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
件
株
式
譲
渡
合
意
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
平
成
一

三
年
改
正
商
法
の
下
で
は
、
自
己
株
式
の
買
受
に
は
定
時
総
会
の
決
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議
を
要
し
（
二
一
〇
条
一
項
）、
買
受
期
間
は
決
議
後
最
初
の
決
算

期
に
関
す
る
定
時
総
会
の
終
結
時
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
（
同
二
項
一

号
）。
こ
れ
は
、
自
己
株
式
の
買
受
が
利
益
処
分
の
一
環
と
し
て
な

さ
れ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
原
田
晃
治
＝
泰
田
啓
太
＝
郡
谷
大

輔
「
自
己
株
式
の
取
得
規
制
等
の
見
直
し
に
係
る
改
正
商
法
の
解
説

〔
上
〕」
商
事
法
務
一
六
〇
七
号
一
二
頁
）。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
決

議
は
、
一
定
額
の
利
益
を
自
己
株
式
取
得
に
使
用
す
る
こ
と
に
関
す

る
取
締
役
へ
の
授
権
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
買
受
期
間
内
か
否
か
は
、
自
己
株
式
の
売
買
契
約
の
締
結

時
で
は
な
く
、
効
力
発
生
時
（
代
金
支
払
義
務
の
発
生
日
）
を
基
準

と
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
る
に
、
本
件
で
は
、
本
件
株
式
譲

渡
合
意
が
な
さ
れ
た
当
時
、
利
益
処
分
に
関
す
る
株
主
総
会
決
議
ま

た
は
そ
れ
に
代
わ
る
株
主
全
員
の
同
意
が
あ
っ
た
と
い
う
認
定
は
な

い
し
、
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
退
職
と
い
う
始
期
の
到
来
に
よ
り

本
件
株
式
譲
渡
合
意
が
効
力
を
生
じ
な
け
れ
ば
、
次
の
定
時
総
会
終

結
時
を
も
っ
て
本
件
株
式
譲
渡
合
意
は
失
効
す
る
は
ず
で
あ
る
。
利

益
処
分
は
毎
決
算
期
に
定
時
総
会
で
決
議
す
べ
き
も
の
で
あ
る
以
上

（
二
八
一
条
一
項
四
号
・
二
八
三
条
一
項
）、
利
益
処
分
を
無
条
件
・

無
期
限
に
取
締
役
に
委
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
株
主
が
誰
も

本
件
株
式
譲
渡
合
意
に
異
議
を
述
べ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
毎
決
算

期
に
こ
れ
を
更
新
す
る
同
意
が
あ
っ
た
と
評
価
す
る
の
は
あ
ま
り
に

も
乱
暴
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
己
株
式
取
得
に
関
す
る
株
主
総

会
決
議
の
意
義
に
鑑
み
れ
ば
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
に
つ
い
て
株
主

全
員
が
了
知
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
も
っ
て
株
主
総
会
決
議

に
代
替
せ
し
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
株
主
総
会
決
議
を

欠
く
自
己
株
式
取
得
は
、
無
権
代
表
に
よ
り
無
効
と
な
る
と
解
す
べ

き
で
あ
る
（
拙
稿
「
自
己
株
式
取
得
・
保
有
・
処
分
規
制
の
問
題
点

と
違
法
取
得
の
効
力
」
法
学
研
究
八
三
巻
七
号
六
七
〜
六
八
頁
）。

し
た
が
っ
て
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意
の
効
力
発
生
時
に
そ
の
取
得
価

格
が
配
当
可
能
利
益
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
処
分
に
つ
い
て

株
主
総
会
決
議
に
基
づ
く
授
権
が
な
い
以
上
、
自
己
株
式
取
得
の
効

力
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
新
会
社
法
の
下
で
は
別
異
に
解
す
る
余
地
が
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
新
会
社
法
に
お
い
て
は
、
自
己
株
式
取
得
に
関
す
る

株
主
総
会
決
議
は
剰
余
金
処
分
の
授
権
と
し
て
の
意
味
合
い
が
後
退

し
た
か
ら
で
あ
る
。
新
会
社
法
の
下
で
は
、
自
己
株
式
取
得
は
剰
余

金
分
配
規
制
に
服
し
（
会
四
六
一
条
一
項
）、
株
主
総
会
決
議
が
要

求
さ
れ
る
の
は
（
会
一
五
六
条
一
項
）、
自
己
株
式
取
得
が
剰
余
金

分
配
の
一
形
態
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
新
会
社
法
は
包
括
的
な
剰
余
金
の
処
分
と
い
う
概
念
を
設

け
て
い
な
い
し
、
自
己
株
式
取
得
が
分
配
可
能
額
の
範
囲
内
で
あ
る

か
否
か
は
自
己
株
式
取
得
の
効
力
発
生
時
を
基
準
と
す
る
た
め
、
株
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主
総
会
で
決
議
し
た
取
得
価
額
の
総
額
が
分
配
可
能
額
の
範
囲
内
で

あ
る
か
は
決
議
の
効
力
を
左
右
し
な
い
（
拙
稿
・
前
掲
法
学
研
究
八

三
巻
七
号
六
四
頁
）。
し
た
が
っ
て
、
一
年
間
と
い
う
自
己
株
式
取

得
期
間
（
会
一
五
六
条
一
項
柱
書
）
も
、
売
買
契
約
の
効
力
発
生
時

を
基
準
と
す
る
必
要
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
取
得
期
間
を
限
定
す
る

趣
旨
が
、
そ
の
期
間
内
の
自
己
株
式
取
得
に
よ
る
持
株
比
率
の
変
動

可
能
性
を
株
主
に
予
測
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
期
間
内

に
効
力
を
生
ず
る
自
己
株
式
取
得
を
授
権
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

が
「
取
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
期
間
」
と
い
う
文
言
に
も
適
合
す
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
取
得
期
間
を
設
け
る
趣
旨
は
、
絶
え

ず
変
動
し
う
る
株
主
の
意
思
を
自
己
株
式
取
得
に
可
及
的
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
株
主
総
会
決
議
に
よ
る
授
権
の
際

に
自
己
株
式
取
得
契
約
の
付
款
を
指
示
し
た
上
で
取
得
期
間
内
に
自

己
株
式
取
得
契
約
を
締
結
す
れ
ば
、
効
力
発
生
が
取
得
期
間
経
過
後

で
あ
っ
て
も
株
主
の
意
思
に
反
し
な
い
し
、
取
得
期
間
経
過
後
に
取

締
役
が
株
主
構
成
を
恣
意
的
に
操
作
す
る
お
そ
れ
も
な
い
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
株
主
全
員
が
同
一
の
本
件
株
式
譲
渡
合
意
を
し
た
こ
と
を

も
っ
て
自
己
株
式
取
得
に
関
す
る
株
主
総
会
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と

評
価
し
、
Ａ
の
死
亡
ま
で
合
意
の
効
力
は
継
続
し
て
お
り
、
会
社
の

自
己
株
式
取
得
時
に
お
い
て
そ
の
価
格
が
分
配
可
能
額
の
範
囲
内
で

あ
れ
ば
、
自
己
株
式
取
得
の
効
力
は
妨
げ
ら
れ
な
い
と
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
（
吉
田
正
之
「
本
件
判
批
」
金
融
商
事
判
例
一
四
五
五
号

四
〜
五
頁
は
、
自
己
株
式
取
得
期
間
が
一
年
間
と
さ
れ
た
趣
旨
は
、

取
締
役
会
の
裁
量
を
制
限
す
る
こ
と
に
あ
る
と
解
し
、
本
件
株
式
譲

渡
合
意
で
は
そ
の
裁
量
は
制
限
さ
れ
て
お
り
、
本
件
株
式
譲
渡
合
意

に
つ
い
て
株
主
全
員
の
同
意
が
あ
る
以
上
、
期
間
経
過
の
瑕
疵
は
治

癒
さ
れ
る
と
し
て
、
本
判
決
に
賛
成
す
る
が
、
新
会
社
法
施
行
前
の

解
釈
に
は
妥
当
し
な
い
）。

　

な
お
、
違
法
な
自
己
株
式
取
得
に
お
い
て
譲
渡
人
か
ら
の
無
効
主

張
は
認
め
ら
れ
な
い
と
解
す
る
の
が
判
例
・
多
数
説
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
、
本
件
で
も
、
自
己
株
式
取
得
に
つ
い
て
の
総
会
決
議
の
瑕
疵

を
認
め
た
上
で
、
Ｘ
か
ら
の
無
効
主
張
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
本

判
決
と
同
様
の
結
論
を
導
く
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
が
（
潘
・
前

掲
一
一
五
頁
）、
譲
渡
人
か
ら
の
無
効
主
張
を
否
定
す
る
こ
と
自
体

が
法
律
行
為
論
的
に
も
利
益
衡
量
論
的
に
も
妥
当
で
は
な
い
し
（
拙

稿
・
前
掲
法
学
研
究
八
三
巻
七
号
五
五
頁
）、
株
式
譲
渡
人
の
相
続

人
は
、
不
当
な
投
機
目
的
の
た
め
に
無
効
を
主
張
す
る
お
そ
れ
は
あ

る
も
の
の
、
純
粋
に
株
式
を
相
続
で
き
な
か
っ
た
者
と
し
て
そ
の
無

効
を
主
張
す
る
可
能
性
も
高
い
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
譲
渡
人

と
そ
の
相
続
人
を
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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